
１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

 

 

 丹波市柏原町は、柏原藩城下町としての歴史から、今も当時の町割が残り、歴史的な建築物が点在し

ている。また、明治以降は丹波地域の中心として国の出先機関や県総合庁舎などが集まるとともに、昔

からの商店街が地域経済の中心としての役割を担い、まちの玄関口であるＪＲ柏原駅や、その駅前は路

線バスの発着駅となるなど公共交通の拠点でもあった。しかし、車社会の進展とともに、公共交通機関

の利用は減り、車でのアクセスがしやすいロードサイド型の商業が発展し、地域商業の中心は、郊外の

大型商業施設を中心としたエリアに移行し、これまで商業の中心であった中心市街地の商業集積は、

急速に衰退することになった。 

 そのような背景から、柏原町では、旧中心市街地活性化法に基づき、平成 12 年より住民と行政、ＴＭ

Ｏが協力してまちづくりに取り組み、一定の成果をおさめつつある。しかし、その行動と効果が、丹波市

全域、そして多くの分野に広がっていくためには、より多様なまちづくりの主体の参加と事業が必要で

ある。そのためには、これまでの活性化の方向性を踏まえつつ、文化、環境、福祉、住宅といった生活

と深く関わるまちづくりの分野に取り組むとともに、商業や観光の面で高いレベルの機能を導入し、新し

い丹波かいばらの時代を拓くことが求められていることから、以下の６つの項目を中心市街地の活性化

に関する基本的な方針とする。 

 

 

(１)住民や事業者の利便性を高めるための 

 〈集客交流の創出〉観光、商業を一体とする中心市街地におけるにぎわい回復 

 

(２)高齢者等にも暮らしやすい生活環境を整えるための 

 〈くらしの場づくり〉多世代が住み、働くことのできる生活環境づくり 

 

(３)丹波地域の拠点として機能できる地区とするための 

 〈個性ある魅力づくり〉丹波かいばらの個性を明確に表現できる拠点づくり・情報発信 

 

(４)効率的な経済活動を支える基盤としての役割を果たすための 

 〈テナントミックス〉集客力のある店づくりによる商業集積としての独自魅力の創出 

 

(５)歴史的、文化的、かつ社会的地域資源を活用し、投資の効率性を確保するための 

 〈まちなみの保存・再生・創造〉丹波かいばらの歴史的まちなみ、町家の保存・再生 

 

(６)環境負荷の小さなまちづくりにつながる、歩いて暮らせるまちとするための 

 <コンパクトシティ>生活と都市機能が共存できるコンパクトなまちづくり 

 







(３)中心市街地要件に適合していることの説明 

 
【第１号要件】 

 当該市街地に、相当数の小売商業者が集積し、及び都市機能が相当程度集積しており、その存在し

ている市町村の中心としての役割を果たしている市街地であること 

 
①商業集積 

 区域内には、10の商店街と約○○○の商店が存在し、商業集積を形成している。 

 

②公共公益施設及び公共交通の拠点 

 中心市街地においては丹波市役所柏原支所、柏原町商工会、兵庫県総合庁舎、裁判所や法務局、

税務署などの国の機関や、中兵庫信用金庫、みなと銀行、但馬銀行といった金融機関、丹波市立柏原

保育所・崇広小学校・柏原中学校、兵庫県立柏原高等学校といった教育機関が立地するとともに、ＪＲ福

祉山線柏原駅がまちの玄関口となり、その駅前は丹波地域へのバス発着口となっており、公共公益施

設が集積し、公共交通の拠点となっている。 

 

③通勤・通学の中心 

 旧柏原町は、周辺市町からの通勤・通学者の流入により、平成 12 年国勢調査では、昼間人口は夜間

人口の1.3倍程度と、丹波市旧市町の中で唯一昼間人口が夜間人口よりも多くなっており、地域経済の

中心的な役割を担っていることが分かる。 

 

 
【第２号要件】 

 当該市街地の土地利用及び商業活動の状況からみて、機能的な都市活動の確保又は経済活力の

維持に支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認められる市街地であること 

 
①未利用地や青空駐車場の発生 

 旧城下町であることから、通りに面して町家が並ぶまちなみであったが、現在は高齢化や郊外居住な

どによって中心市街地内に未利用地や青空駐車場が点在している。平成 18 年の調査においては、お

よそ○ヶ所が青空駐車場となっており、まちなみの連続性が失われつつあるとともに、地域コミュニティ

の維持に支障が生じ、商店の後継者不足などの問題が起こっている。 

 

②小売商業の衰退 

 商業統計によると、中心市街地における商店街においては、平成９年から平成 14 年にかけて小売店

舗数が4.4％減少し、従業員数は12.6％、年間販売額は22.7％とそれぞれ減少し、小売商業の停滞傾

向が伺える。また、平成 14 年の「空き店舗活用促進システムのための調査・研究事業」によると空き店

舗数は30件であったのが、平成18年には○件となっており、中心市街地商業の衰退傾向が加速しつ

つあることが分かり、経済活力の維持に支障が生じるおそれがある。 



【第３号要件】 

 当該市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上を総合的かつ一体的に推進することが、

当該市街地の存在する市町村及びその周辺の地域の発展にとって有効かつ適切であると認められる

こと 

 
①様々な産業が育つ創造力あふれるまちづくり 
 平成18年４月に策定された丹波市総合計画においては、基本方針のひとつである「様々な産業が育

つ創造力あふれるまちづくり」において、「衰退化が懸念される市街地や商店街については、新たな求心

力を持った拠点づくりを目指し、商工会や TMO と連携した商業活性化を促進します。」とあり、中心市

街地の活性化が、周辺の地域の産業育成などにとって重要な役割を担うことが示されている。 

 



３．中心市街地の活性化の目標 （方針案及び数値目標例） 

 

<中心市街地の活性化を図るための基本的な方針より抜粋> 

 人口減少・少子高齢社会の到来に対応した、高齢者も含めた多くの人にとって暮らしやすい、多様な

都市機能がコンパクトに集積した、歩いて暮らせる生活空間を実現すること。 

 地域住民、事業者等の社会的、経済的、文化的活動が活発に行われることにより、より活力ある地

域経済社会を確立すること。 

 

 上記基本方針の目標を踏まえ、丹波市中心市街地における具体的な数値目標を以下に示す。 

 

(１)居住人口に関する目標 

①人口と世帯数（定期的なフォローアップの指標：平成22年国勢調査） 

 人が住み、暮らしがあるまちとしての活性化をめざすため、中心市街地の常住人口約 2,200 人（平成

17年2,181人）を約４％増加させることを目標とする。目標達成の方法として、空き店舗・空き家を活用し

た「町家居住再生」と空き地を活用した「新町家創造」を行なう。 

 

 ・町家居住再生 年間１戸 × ５年 ＝ ５世帯 

 ・新町家創造 年間５戸 × ５年 ＝ 25世帯 

  合計 30世帯 

 人口 30世帯 × ３人（世帯当家族数） ＝ 90人（現在の中心市街地人口の約４％増） 

 

 

(２)にぎわい回復に関する目標 

①商店数（定期的なフォローアップの指標：平成22年商業統計及び独自商業実態調査） 

 中心市街地の集客力を高めることをめざし、現在約 90 店舗となっている商店数を約２割増加させるこ

とを目標とする。そのため、空き家・空き店舗の活用、再開発事業、さらに空き地活用による創業といっ

た方法により店舗数の拡大を図る。 

 

 ・空き家･空き店舗活用 年間２件 × ５年 ＝ 10件 

 ・創業支援 年間２件 × ５年 ＝ 10件 

 合計 20件 （現在の店舗数の約２割増） 

 

②空き店舗数（定期的なフォローアップの指標：上野商工会議所商業実態調査） 

 現在区域内に約30件の空き店舗が存在する。このことが、商業集積の力を弱体化させていることから、

空き店舗数の３分の１を解消し、空き店舗数10件を目標とする。 

 

 ・空き店舗活用による若い世代等の居住 年間２件 × ５年 ＝ 10件 

 ・空き店舗活用によるテナントミックス事業 年間２件 × ５年 ＝ 10件 

 合計 20件 （空き店舗解消数） 



４．中心市街地活性化事業 

 

 基本計画に盛り込む事業を検討し、抽出するために、これまでに提案された事業等を事業主体（民間、

行政）、実現可能性（可能性の高低差の３ランク）から整理を試みた。今後は、さらに５年以内に主体、時

期を含めて実現できる見通しのある事業を絞り込む必要がある。 

 

(１)〈集客交流の創出〉観光、商業を一体とする中心市街地におけるにぎわい回復 

 
民間：民間事業者・ＮＰＯ・住民組織・観光協

会・商店街・商工会・まちづくり柏原など 
行政：国・県・市 

実現の可能性

が高い事業 

・マップやタウン誌発行 

・観光ルートづくり 

・柏原ブランド確立及び販路拡大 

（小豆、黒豆、和菓子など） 

・ホームページの活用、運営 

・イベントの開催 

（朝市、和菓子づくり大会、陣屋太鼓演奏、陣

屋での観月会、ライトアップ、厄除け市充実） 

・地場農産物販売 

・道路の美装化 

可能性のある

事業 

・商店街ポイント方式（デビット等）の導入 

・町家活用宿泊施設づくり 

・貸し農園の経営 

・まちなか歩行者天国（車両規制） 

・レンタサイクル 

 

将来実施した

い事業 

・駐車場の管理及び案内システム 

・演劇のできる場所づくり 

・ミニシアター 

・奥村川沿いの散歩道整備 

 

(２)〈くらしの場づくり〉多世代が住み、働くことのできる生活環境づくり 

 
民間：民間事業者・ＮＰＯ・住民組織・観光協

会・商店街・商工会・まちづくり柏原など 
行政：国・県・市 

実現の可能性

が高い事業 

・既存町家再生住宅 

・空き家･空き店舗活用の工房、アトリエづくり 

・コミュニティビジネス創出 

（託児所、子育て支援、高齢者支援、子育て・

高齢者施設の複合施設など） 

・ニート、引きこもりの若者の集える、働ける場

所づくり 

 

可能性のある

事業 

・景観に調和した住宅（コーポラティブハウス）

・まちなか歩行者天国（車両規制） 

・子育てセンター支援 

・駅周辺バリアフリー化 

将来実施した

い事業 

・スポーツ施設（ジム、フットサルコート） 

・日赤病院の改革 

・公共の休憩施設 

・奥村川沿いの散歩道整備 

・コミュニティバス 



(３)〈個性ある魅力づくり〉丹波かいばらの個性を明確に表現できる拠点づくり・情報発信 

 
民間：民間事業者・ＮＰＯ・住民組織・観光協

会・商店街・商工会・まちづくり柏原など 
行政：国・県・市 

実現の可能性

が高い事業 

・コミュニティガーデン整備と管理 

 （未利用地活用等） 

・灯りのまちづくり促進 

・ご当地検定 

・柏原ポータルサイト構築と運営 

・大手会館活用 

・神戸新聞社活用 

・コミュニティガーデン支援 

可能性のある

事業 

・柏原版ホットペッパー発行 

・ＦＭ、ポッドキャスティング開設 

・農業体験制度 

・統一サイン整備 

将来実施した

い事業 
 

・公共用地の活用 

・柏原歴史文化情報発信拠点整備 

・街角モニュメントづくり 

 （国道入口、だんじり小屋等） 

 

(４)〈テナントミックス〉集客力のある店づくりによる商業集積としての独自魅力の創出 

 
民間：民間事業者・ＮＰＯ・住民組織・観光協

会・商店街・商工会・まちづくり柏原など 
行政：国・県・市 

実現の可能性

が高い事業 

・町家再生テナントミックス 

（小豆・黒豆を利用した甘味処、町家旅館、岩

盤浴などエステ関連店舗、深夜営業できる店

舗、美味しいパン屋、古本屋、駄菓子屋、おも

ちゃ屋、丹波クラフトショップ） 

・旧中井商店活用事業 

・既存店舗支援 

（商品開発・業態変更・店舗開発相談、リニュ

ーアル、大学生との共同事業など） 

・新規創業者支援（起業塾の開催） 

・丹波布伝承生起業支援 

・猪ラーメンのパッケージ化とネット販売 

・活性化事業支援 

可能性のある

事業 

・ＪＲと組んだ周辺地域（山南、氷上）からの集

客ツアー 
 

将来実施した

い事業 
  

 

 



(５)〈まちなみの保存・再生・創造〉丹波・かいばらの歴史的まちなみ、町家の保存・再生 

 
民間：民間事業者・ＮＰＯ・住民組織・観光協

会・商店街・商工会・まちづくり柏原など 
行政：国・県・市 

実現の可能性

が高い事業 

・空き家の買取、借上げ 

・大手会館、旧柏原町役場の活用（市所有） 

・旧神戸新聞社、旧霞月楼の活用（個人所有）

・町家修理・修景の推進 

・町家等修理修景支援 

・新築住宅へのガイドライン作成 

可能性のある

事業 
・柏原藩陣屋の活用  

将来実施した

い事業 
 

・奥村川など水路景観の整備 

・電柱の移設や埋設 

 



５．丹波市中心市街地活性化協議会について 

 

【構成員】 

<必須構成員> 

 ・柏原町商工会 

 ・株式会社まちづくり柏原 

<任意構成員> 

 ・丹波市 ・丹波市観光協会 ・柏原町商店街連合会 ・柏原まちづくり協議会 ・丹波市自治会長会 

 ・崇広校区自治協議会 ・柏原町総代協議会 ・丹波市連合婦人会 ・ＮＰＯ法人たんばぐみ 

 ・田ステ女をたたえる会 ・たんば広報スタッフ ・民生委員 ・柏原日本語教室「こんにちは」 

 

<協議会に参加した方が良いと思われる団体等（第1回ご意見シートより）> 

 ・町内の寺社 

 ・PTA関係 

 ・若手の後継者 

 ・この街に住んで、働きたいと思っている若者 

 ・丹波市で生まれ育って就職している20代 

 ・ＪＲや神姫バス等交通関係組織 

 ・丹波新聞、神戸新聞等の報道関係 

 ・柏原町商工会青年部 

 ・農業関係者（丹波太郎、こだわりの農産物生産者等） 

 ・酒造会社 

 ・子育て中の母親 

 ・中心市街地以外の住民 

 ・地位外で木工、織物、染織などのクラフトをやっている人 

 ・日本赤十字病院 

 ･事業に関連する土地所有者（旧神戸新聞丹波総局、霞月楼所有者等） 

 ・ギャラリーるり 

 

 

【役割】 

 ①基本計画の進行管理 

 ②各年度に実施する事業の検討・承認 

 ③各種事業間の企画・調整 

 ④活性化事業の市民への広報及びコンセンサス形成 

 ⑤イベント等ソフト事業の実施 

 



【運営体制】 

 ①柏原町商工会・株式会社まちづくり柏原による事務局運営 

 ②柏原町商工会・株式会社まちづくり柏原と専門家チームによるタウンマネージメント機能 

 ③柏原町商工会・株式会社まちづくり柏原と専門家チームによる各事業主体に対する事業企画提案

及びプロデュース 

 

 

【情報公開】 

 ・丹波市中心市街地活性化協議会ホームページの立ち上げ（会議資料・議事録などの公開） 

 

 

 

■丹波市中心市街地活性化協議会設立の進め方 

 

(１)構成員の確認と追加（前頁の枠内を参考） 

 

(２)近畿経済産業局との事前協議 

 協議会の構成員、これまでの経過、今後設立に向けたスケジュールなどについて協議 

 

(３)規約及び名簿の公表および協議会への参加希望者公募 

 丹波市広報、神戸新聞社、丹波新聞社および独自ホームページ等により公表 

 

(４)設立総会の開催 

 協議会構成員および関係者、一般市民などにより設立総会の開催 



第２回丹波市中心市街地活性化協議会ワーキング会議 記録 
１. 日 時 平成18年10月20日（火） 午後７時30分～９時50分 

２. 場 所 柏原町商工会３階大ホール 

３. 出席者 ワーキング会議委員 18名 

 （北川、谷垣、梅垣、本庄、松井、大野、岡林利幸、土田光一、村上、山中、渡辺、菊本興治、

西垣、前川鈴代、竹内、亀井、吉見、岡林良尚） 

 顧問 １名（立命館大学教授髙田） 

 立命館大学学生 18名 

 事務局 柏原町商工会 ４名（植木、後藤、足立、八木、山内） 

  株式会社まちづくり柏原 １名（浜田、上瀧） 

 シンクタンク ２名（コム計画研究所 加藤、進藤） 

１．開会（事務局 浜田） 

 

 

２．挨拶（座長・北川） 

 

 

３．立命館大学政策科学部 髙田ゼミプレゼンテーション 

(１)概略説明（立命館大学教授・髙田） 

 

(２)学生より３つの班に分かれて説明 

 ・商店街班 「旧中井商店活用について」 

 ・福祉班 「若い世代の定住化の推進」 

 ・観光班 「特産品を上手く活用するには」 

 

(３)質疑応答 

山中：学生の発表を聞いて、自分たちもこれからがんばらなくてはいけないと感じた。学生の発表を受けて、この

構想が単に構想で終わらないように、今後具体的に事業を進めていけるようにしていきたい。 

谷垣：消費者のニーズを把握することは商売の基本だと思う。自分自身も商売人なので、すぐに計算が頭に浮か

んでしまうが、たとえば、説明の中にあった売上の15％を家主にバックするような方法はすこし難しいと感じ

る。しかし、学生なりのとても柔軟な考えで研究してもらったと思う。 

渡辺：この歳になると、なにごとにもすぐにダメだとか、予算が無いなどと考えてしまうものだが、今回の学生の発

表はそれが無いところが良い。学生だから考えられる視点でありとても良かった。今後はこちらがその提案

をどうやって具体的に進めていくかということだろう。具体化にあたっても学生の意見を聞いて、こちらがま

た受け止めるというようなキャッチボールをしていければと思う。 

北川：柏原には商店はいくつかあるが、確かに気軽に入ることができる店の提案は、本当にあったらよいなと思う

ものであった。観光の面で小豆を活用した提案があったが、現在商工会でも小豆の活用を検討しており、

大変参考になった。若いお母さんが住みたくなる環境づくりの提案も、大変重要な提案であったと思う。 

 



４．ワークショップ 

(１)グループに別れ検討 

 ５つのグループに分かれ、各テーブルに学生も参加し進める。 （途中で学生は解散） 

 

(２)各グループより報告（菊本・土田光一・前川・竹安・西垣より報告）（まとめは別紙） 

 

(３)ワークショップの総評（立命館大学教授・髙田） 

 学生の提案を受けたことで、たくさんのアイディアが出たと思う。特に良かったのは、商業に関することだけでは

なく、今回の中心市街地活性化方の趣旨とも合致した生活者の視点による提案が多く出されたことだ。また、他の

地域では真似できない柏原らしさなども意見として出ていた。 

 灯りを使ったイベントの話やフィルムツーリズムといった新しい考え方、また地元の手づくりブランド創造やインタ

ーネットを活用した情報発信、またその情報から体験観光へとつながるという提案は、これからの社会の流れであ

るだろう。 

 このワークショップでアイディアとしては出尽くしたように思う。今後はそれらを整理して、事業主体や予算など、

実現可能な計画に組み立てていくことが必要だ。これらが実現すれば活性化には非常に効果が高いものとなる

だろう。夢物語ではなく、リアリティのあるものにしていくために、今後も一緒に検討していきたい。 

 今回は、学生も前半は参加した。はじめは学生がいることでちょっと違和感があったが、明るい雰囲気だったの

ではないか。ワークショップも学生が参加することで、お互いが意見を交わしあい、いわゆる世代ミックスによる意

見交換ができた。今日の会は擬似的に多世代交流をしたわけであるが、計画が進んだときには、若い人がこのま

ちで生き生きと暮らし、このような会議にはたくさんの若い世代が集まることができるようになればと思う。 

 

 

５．閉会 

 


